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Joint Coordinating Committee議事録（概略）

1999年８月12日（木）

午前８時30分～10時

国立母子保健センター

（出席者）

カンボディア側：Dr. Mam Bunheng Secretary of State, Ministry of Health

Dr. Kum Kanal Acting Director of NMCHC

Dr. San Chansoeung Vice-Director of NMCHC & Chief of Delivery

Dr. Tain Vuoch Chhemg Vice-Director of NMCHC & Chief of OPD

日　本　側： 鴨下団長以下、評価調査団６名

明石チーフ・アドバイザー以下、専門家６名

１．歓迎の言葉

　Dr. Mam Bunhengから、出席者一同を歓迎する挨拶があった。

２．プロジェクト報告

　Dr. Kanalから、母子保健プロジェクトが開始されるまでの背景説明と、プロジェクト開始から

現在までの活動状況の概要が報告された。（詳細は、Joint Evaluation Report参照）

３．評価の結論

　鴨下団長から、当プロジェクトがカンボディア側および日本側のたゆまぬ努力と親密な協力に

より、当初の予想以上にうまくいったとの評価結果が報告された。また、当プロジェクトにこれ

までかかわってきたカンボディア側および日本側の関係者に対し、感謝する旨の発言がなされた。

４．評価方法と結果

　中村団員から、今回の評価においてPCM手法を用い、当プロジェクトの効率性、目標達成度、

効果、妥当性、自立発展性の５項目について協議・検討がなされた旨の説明があった。それぞれ

の項目の評価結果は、以下のとおり。

　　１）投入と成果 ほとんど達成され、プロジェクトの残りの期間で目標は達成される見込み

である。

　　２）効　率　性 十分に満足できる。
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　　３）目標達成度 高い。

　　４）効果および妥当性 かなり高い。

　　５）自立発展性 一部は十分なレベルに達した。

５．コメントおよび提言

　吉武団員から、「JICAの技術協力は相手の自立を支援するもので、協力期間が終了すれば協力

の手を引くことになっている。そのために、カンボディア側が自立発展性を達成することは非常

に重要である。」とのコメントがなされた後、プロジェクトの残りの期間およびその後の活動に

対し、管理運営、臨床、研修・教育、指導活動の分野にそれぞれ提言がなされた（詳細は資料１

ミニッツ参照）。特に研修・教育分野では、資格を持った医療従事者を育てるうえで教育機関と

の連携が重要であること、指導活動分野では、NMCHCが国の母子保健政策の中心という役割を

与えられている以上この活動を拡大・強化する必要があることが指摘された。

　また、このプロジェクトを通じて、以下のような教訓が得られたとの報告があった。

１）計画、モニタリング、評価という一連の流れが重要。

２）スタッフの参加意識の重要性。

３）日本側としては、カンボディア側の自己依存を育てるためにリーダーシップやイニシア

ティブをカンボディア側に徐々に移管していく重要性を認識した。

６．協議

　箕浦団員から、97年開院当初に比較して外来での患者数の多さに驚いたとの感想が述べられた。

　鈴木団員から看護部門に対し、２点ほど提言が寄せられた。

１）適切な裏付けのある患者看護技術をスタッフ全員に伝えてほしい。

２）妊娠から出産まで一環した教育、フォローアップを行うような体制が望ましい。

　また、Dr. Man Bunhengからは、NMCHCを国の母子保健政策をリードするセンターとして活

用していきたい、困難な点はあるが地方への展開、特にリフェラル・レベルの強化をプロジェク

トの第２フェーズでやっていきたい旨の発言があった。

７．日本側プロジェクトリーダーからのコメント

　明石チーフアドバイザーから、「このプロジェクトを実施することはカンボディア側にとって

大きなチャレンジであり、日本側にとってもそれにどのように協力できるかというチャレンジで

あると認識している。物事を達成するには、始めること、それから継続することが必要である。

すでにわれわれは事を始めたので、あとはカンボディア側がドナーがいようといまいと継続して

いく努力が大切。残り８カ月でプロジェクト目標が達成されるよう努力していきたい。」旨の発

言があった。



－51－

８．閉会の辞

　Dr. Mam Bunhengから、成功する事業には協力と透明性が大切で、当プロジェクト実施にはそ

れが十二分にあったこと、カンボディアのMMRおよびIMRも以前よりは減少してきているが、こ

れからもこの分野での協力活動が必要である旨の発言があり、最後に参加者への謝辞が寄せられ、

閉会した。

以　上
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